
３Ｄプリンターで試行錯誤！
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最近３Ｄプリンターを使ったものづくりにハマっています。２０２５年の巡回企画展

「野辺山天文台展」では、４５ｍ電波望遠鏡を３Ｄプリントし、３Ｄプリンターを知っても

らうための小さなイベントを実施しました。２０２６年には科学館の新展示であるＳＬＳロ

ケットの３Ｄプリントも行いました。ここでは３Ｄプリンターの魅力を紹介します！

どうやって印刷するの？

紙のプリンターは紙にインクを付着させて、

平面上に文字や絵を印刷します。一方３Ｄプ

リンターはインクのかわりとなる材料を、印刷

したい物の形に三次元的に成形することで印

刷します。“立体”の物を作りだせるのです。

３Ｄプリンターの印刷の仕方にはいくつか方

法があります。科学館の３Ｄプリンター（写真

１）は熱溶解積層方式という方法で印刷しま

す。これは材料となるフィラメントをアツくして

柔らかくし、マヨネーズのようにノズルから噴出します。これを層状に積み重ねていくこ

とで、印刷したい物の形を成形します。

フィラメントは印刷物の材料となるもの

で、写真２のようにぐるぐる巻きにされた細

長いヒモのようなものです。よく用いられて

いる材質はＰＬＡというもののようです。色

も豊富で白や黒、赤や緑など、いろいろな

色が販売されています。中には見た目が

メタリックで金属感のあるものや、ウッドな

雰囲気をもついかにも木材のようなフィラ

メントもあるようです。

見とれてしまう！印刷の様子

今年の２月から展示場４階にＳＬＳロケットの展示が新たに加わりました。次の写真

３～８はＳＬＳロケットの３Ｄモデルを印刷している様子です。この３ＤデータはＮＡＳＡの

ページ（ｈｔｔｐｓ：／／ｓｃｉｅｎｃｅ.ｎａｓａ.ｇｏｖ／３ｄ‐ｒｅｓｏｕｒｃｅｓ／ｓｐａｃｅ‐ｌａｕｎｃｈ‐ｓｙｓｔｅｍ‐

ｓｌｓ‐ｂｌｏｃｋ‐１／）で公開されています（参照２０２６-２-１７）。
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写真３，４，５，６，７，８ ＳＬＳロケットを３Ｄプリントしている様子。左上→真ん中上→右上
→左下→真ん中下→右下の順番。
写真３，４，５，６，７，８ ＳＬＳロケットを３Ｄプリントしている様子。左上→真ん中上→右上
→左下→真ん中下→右下の順番。

最初はロケットを立てる土台から印刷し、その上に燃料を噴き出す噴射口、さらに

その上に胴体を作ります。これらの過程は柔らかくしたフィラメントを１層ずつ１層ずつ

積み重ねて形作っていきます。写真なので伝わりにくいですが、徐々に徐々に印刷

物の形が現れていく様子は面白く、ついつい見とれてしまいます。これも３Ｄプリンター

の魅力のひとつでしょう。写真のロケットは先端がありません。科学館の３Ｄプリンター

は２５６ｍｍ×２５６ｍｍ×２５６ｍｍのサイズまで印刷できますが、今回この高さ以上

のロケットを作る必要があったため、先端だけ別に印刷しました。

失敗いろいろ、学びいろいろ

印刷に失敗することも何度か経験しました。例えば、印刷物の中に焦げが入った

り、印刷物が細かすぎてちょっとした力でボロボロになったりしました。トラブル解決の

ために印刷の設定を変えてみたり、詳しい人に教えてもらったりと、うまく印刷するため

に試行錯誤しました。そのようにして印刷するコツが蓄積されていく感覚が味わえるの

も魅力のひとつだと思います。先ほどのロケットは２分割して印刷し、最後にくっつける

必要がありました。「両面テープ？接着剤？何使えばいい？」と模索した経験は今後

分割して印刷したものをくっつけなければならない状況で役立つはずです。

木村 優斗（科学館学芸員）
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